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変形性膝関節症（膝OA）は退行性疾患であり加齢とともに進行することは
避けられない。その保存療法のガイドラインでは、コア療法として、膝OA
の病態、診断、治療に関する教育、運動療法プログラムの実施、体重管理が
従来と同様に基本療法として強調されている。このコア療法は、継続させ
ることが難題で、いかに患者にモチベーションを維持させるかが課題であ
る。一方、手術療法に至った症例には、我々整形外科医の最終手段として、
人工膝関節置換術（TKA）が行われている。しかしこのTKAは、いつ、どのよ
うな病状で試行されるのが最も患者に効果的であるのか不明である。現状
TKAの適応は、重度の膝OAで保存的治療や他の手術方法では改善が得
られない場合とされるが、明確でない。本講演では、筋力回復の面からの
研究から得た知見をもとに、膝OAの保存療法、TKAの適応時期及びその
後の回復での注意点について述べる。
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